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令和４年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主幹 主任

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 副主幹 主任

１．事業概要　【Plan】 ※令和3年度の内容

32112 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

1:有り 1:有り

平成 18 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R3年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

↓

2 1

評価実施年度 令和4年度 評価対象年度

担当グループ名 坂の上の雲ミュージアム

井上　敦子

井上　敦子

市債

県支出金

決算額 (B)　（単位：千円）

-

-

令和3年度
坂の上の雲まちづくり部 坂の上の雲ミュージアム 担当グループ名 坂の上の雲ミュージアム 915-2601

吉田　健二

109,963 108,829

R4年度

受益者負担の状況

R3年度R2年度

108,766

R3 予算措置時期

施策 選ばれる都市づくり 主な取り組み

一般会計 観光資源開発費

まちの特性を生かした魅力づくり

市長公約 531

自分たちのまちに愛着や誇りをもち、住み続けたい松山をつくります

総合戦略

事業の目的
（どのような状態にするか）

-

取組み

終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

現計予算額 (A)　（単位：千円）

石丸　耕一 伊藤　彰規 則内　関博

主な取り組み

政策

小説『坂の上の雲』の３人の主人公（正岡子規、秋山好古、秋山真之）が抱いた高い志とひたむきな努力、夢や希望をまちづくりに取り入れた『坂の上の雲』のまちづくりを実践するため、官民一
体となって「物語」が感じられるまちを目指していくという理念に基づく。

「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

観覧料　一般400円（320円）、高校生200円（100円）、高齢者200円（160円）　中学生以下無料　（）内
は20名以上の団体割引料金　　音声ガイド　100円、イベント等は、その都度金額を設定。

背景
（どのような経緯で開始した

か）

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

・指定管理者制度によるミュージアムの施設維持管理を行う。　（指定管理者であるコンソーシアム明治松山に指定管理料を支出）
・ミュージアムが持つ「展示機能」「情報発信機能」「まちづくり支援機能」を果たすため、資料調査、展示物の維持管理、充実、周知啓発、各種活性化事業のほか、以下のような魅力発信事業
を実施する。
(１)市民への発信：各種講座（ミュージアム講座、大学連携市民講座）や定例イベントの実施、子供向け普及啓発事業の実施（ワークショップ等）、まちづくり活動の紹介等
(2)観光客への発信：関係部門や県内外の博物館等との連携によるＰＲ活動
(3)外国人への発信：施設案内パンフレット等の多言語化

重点プロジェクト わがまち松山への愛着と誇りの醸成による「住み続けたいまちづくり」プロジェクト

104,454

0

96,083

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

左記の理由 ミュージアムがまちづくりの中核施設としてだけでなく、観光面でも松山の魅力の一つとして定着してきているため。

1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

事業の公共性 必要性

令和3年度は開館15周年記念のプレ事業として安藤忠雄情報発信コーナーのリ
ニューアルを実施したが、新型コロナウイルスの影響により、県外博物館との連携事
業や広報活動が思うように実施出来なかった。また、新型コロナウイルスの影響によ
り、定例イベントや2階ホール及び会議室の利用が一定期間中止となった。今後も
感染状況による休館や関連事業の中止・縮小等が懸念される。

環境変化,障害,課題
等解決のため,R4年度
で取り組む改善策

R3年度終了までに把
握している環境の変化,
障害,課題となっている
事項

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している

0

指定管理料：87,998千円 指定管理料：88,000千円

流用による増あり

・指定管理者によるミュージアムの施設維持管理
・市民や子供を対象とした講座等の実施
・県内外の博物館等と連携した展示や相互誘客

一般財源 97,469

8,212

開館15周年記念事業及び博物館明治村等との博物館連携を、指定管理者や関
係各所と協力して計画的に開催する。
指定管理者の特徴を活かし、様々な周知・広報に努める。また、新型コロナウイルス
感染拡大に対し、ホームページ等での効果的な情報発信、収束後の各種事業を検
討し、来館者数の回復を図る。

1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性

新型コロナウイルスの影響により、一部事業の延期や縮小などが発生したが、感染対策を行い、時機を捉え
て展示やイベントを実施したことにより、「『坂の上の雲』のまち 松山」の魅力を市内外の多くの方に発信でき
た。しかし、年間の入館者数は新型コロナウイルス感染拡大前より大幅に減少した。

4,312予算執行残額　（単位：千円）

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

(A)-(B)

主な取組み内容

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

R4年度の目標

新型コロナウイルス感染対策を徹底した上で、展示事業と合わせ、各種活性化事
業を行い、ミュージアムの魅力をさらに高め、周知することでより多くの方に来館して
いただく。そのための目標値として、メディア等へのPR回数を360回とし、2階ホール
等を活用したイベント・展示等開催数を100回とする。 R4年度の

主な取組み内容
（予定含む）

・指定管理者によるミュージアムの施設維持管理やPR活動
・市民やこどもを対象とした講座等の実施
・関係部門や他博物館等と連携したPR活動

坂の上の雲ミュージアム 915-2601

家串　正治 石丸　耕一 伊藤　彰規 川﨑　義昭

8,371

0 0

3,829

主な経費（単位：千円）
※R3→決算,R4→予算

内訳　（単位：千円）
※R2→R3 決算内訳,

R4→予算内訳 その他

坂の上の雲ミュージアム施設管理運営事業
事務事業名
（施策コード）

1-1:自治事務（実施
規定なし）

3:指定管理

風早・忽那諸島をはじめ、各地域の歴史や文化、自然などを活かし、松山のさまざまな魅力を
磨きます。さらに、地域の魅力を知る機会を充実させることで、子どもや若者のシビックプライドを
醸成します。

総合計画の実施計画掲載有無(R3) 重点的取組事業該当有無(R3）

地域資源の利活用と知る機会の充実

基本目標 地域の魅力・活力があふれるまち【産業・交流】

笑顔
プログラム

221

個別プログラム 笑顔を育むプログラム

都市全体の価値や魅力を向上する

21,032

87,797

令和4年度
坂の上の雲まちづくり部

-

0

0

商工費 観光費

令和3年度

0

国支出金

取り組みの柱

根拠法令,条例,個別計画等 なし

坂の上の雲ミュージアムは、松山市が進める『坂の上の雲』を軸とした２１世紀のまちづくり構想（市内各所に点在している小説ゆかりの史跡や、地域固有の文化資源を発掘・再評価し、結び付け
て、まち全体を屋根のない博物館＝フィールドミュージアムに見立てたまちづくり）の中核施設として県内外に向け様々な情報発信を行っていく。また、ミュージアムは、まちづくりに取り組む市民活
動の拠点として、活動支援の場としての機能も発揮していく。

坂の上の雲ミュージアムがもつまちづくり支援機能や情報発信機能を活用し、市民に親しまれる
ミュージアムとしての利用を促進します。

負担の有無 1:有り

始期・終期（年度）

0

106,134

453
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値 360

実績値 達成年度 Ｒ4年度

％ 達成度

目標値 目標値 100

実績値 達成年度 Ｒ4年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値 90,000

実績値 達成年度 Ｒ4年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

本指標の設定理由
市内外からのミュージアムの利用を表す指標であるため

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標
新型コロナウイルスの影響で目標を達成できなかった。今後はコロナウイルスの状況を踏まえながら、2階ホールを活用した様々なイベント等を開催し、市民利用の増加
を図る必要がある。

成果指標
新型コロナウイルスの影響で目標を達成できなかった。今後はコロナウイルスの状況を踏まえながら、観光と文化両面にて松山市の魅力を高める施設となるよう、PR等さ
らに努力していく必要がある。

成果指標

（3つまで設定可）

最終目標値の
設定の考え方

最終目標値の
設定の考え方

指標の種類

本指標の設定理由

283

75.0%

最終目標値の
設定の考え方

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

340

指標の種類

5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）

本指標の設定理由

入館者数

日本の同種、同規模の文学館の入館者数のデータと比較すると、目標
とするべき妥当な数字である

330

78.6%

360 360

最終目標

360

R4年度

本指標の設定理由

最終目標値の
設定の考え方

指標の種類

指標の種類

人
130,000 90,000 90,000

32.8%

42,580 46,034108,882

83.8%

130,000

51.1%

メディア等へのPR（広
告）回数

360

91.7%

指標名 R2年度 R3年度

活動指標

（3つまで設定可）

指標の種類

75

R5年度R元年度

回
150 100 100

94.4%

過去の最高値を参考に目標を定めた

市内外に対するミュージアムの情報発信を表す指標であるため
本指標の設定理由

目標達成度

指標の種類 5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）

２階ホール等を活用し
たイベント・展示等開
催数

回

108

本指標の設定理由

最終目標値の
設定の考え方

ミュージアムの市民利用を表す指標であるため
最終目標値の
設定の考え方

72.0%

78

5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）

52.0%

過去の最高値を参考に目標を定めた

150
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令和４年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主査 主任

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主査 主任

１．事業概要　【Plan】 ※令和3年度の内容

32112 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

1:有り 1:有り

平成 18 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R3年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

↓

2 1

R4年度の目標

より多くの観光客と松山市民に、小説『坂の上の雲』が発するメッセージを感じてもら
えるよう努める。そのための目標値として、メディア等へのＰＲ回数を360回とする。

R4年度の
主な取組み内容

（予定含む）

・第16回企画展の企画・展示設計と展示・映像制作

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R3年度終了までに把
握している環境の変化,
障害,課題となっている
事項

新たな企画展の実施に向けて、専門性だけでなく来館のための興味・関心をひくさ
らなる工夫が必要。また、今後も新型コロナウイルスの感染拡大による休館や関連
事業の中止・縮小等が懸念される。

環境変化,障害,課題
等解決のため,R4年度
で取り組む改善策

より多くの人に『坂の上の雲』に描かれた世界や明治という時代に興味をもってもらえ
るような展示内容を心がける。また、新型コロナウイルス感染拡大に対し、ホーム
ページ等での効果的な情報発信の方法や、収束後の関連事業の実施を検討し、
来館者数の回復を図る。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

第15回企画展では、小説『坂の上の雲』で日本海海戦を描いた「運命の海」の章を軸に、日露海軍の戦い
の様子を紹介した展示を資料や映像等で紹介することができたが、新型コロナウイルスの影響により、観覧
者数は伸び悩んでいる。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 小説『坂の上の雲』をきっかけとして、ミュージアムが新たな松山の魅力となっている。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 11,213 4,237

主な取組み内容

・第15回企画展の企画・展示設計と展示・映像制作

主な経費（単位：千円）
※R3→決算,R4→予算

展示の設計、制作、資料輸送等にかかる経費
12,192千円

展示の設計、制作、資料輸送等にかかる経費
19,096千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

流用による減あり

その他 394 503 1,253

一般財源 9,509 16,404 23,185

0 0 0

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 9,903 16,907

内訳　（単位：千円）
※R2→R3 決算内訳,

R4→予算内訳

国支出金 0 0 0

県支出金

R2年度 R3年度 R4年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 21,116 21,144 24,438

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 商工費 観光費 観光資源開発費 R3 予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

小説を活かした松山ならではのまちづくりを推進するための中核施設として、開館前の平成16年度（第１回会合　H16.2.27）から平成１７年度の2か年（計５回開催）にわたって開催した「坂の上
の雲　記念館展示専門委員会」からの答申を最大限に尊重し、小説『坂の上の雲』の松山出身の3人の主人公の生き方や、小説に描かれた近代国家として成長していく明治期日本の歴史や文
化、世界の国々との関わりなどを広く発信し、多くの方々に興味関心を持っていただくために、毎年テーマを新たにした企画展を開催することが目的達成のための有効な手段であると考えたた
め。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

松山市民、観光客を対象とした企画展示
・坂の上の雲ミュージアム企画展示の企画、調査、展示設計、展示制作を行う。（2月頃展示入れ替え）
・企画展示に関連したイベント等を行う。
・企画展示の図録を製作する。
・音声ガイドに関する業務を行う。（内容更新、機器の賃借）
・そのほか大規模に行う展示にかかる業務を行う。

受益者負担の状況 負担の有無 1:有り
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

観覧料　一般400円（320円）、高校生200円（100円）、高齢者200円（160円）　中学生以下無料　（）内
は20名以上の団体割引料金　　音声ガイド　100円、イベント等は、その都度金額を設定。

事業の目的
（どのような状態にするか）

小説『坂の上の雲』の松山出身の3人の主人公が抱いた高い志とひたむきな努力、夢や希望をまちづくりに採り入れた「『坂の上の雲』のまちづくり」の中核施設として、毎年、多角的な視点から
『坂の上の雲』の時代と世界に関する企画展を開催し市内外へ広く発信することで、市民に「『坂の上の雲』のまち松山」への愛着と誇りを感じてもらい、市外の方々に「行ってみたい」「住んでみた
い」と思ってもらうことを目的とする。

坂の上の雲ミュージアムがもつまちづくり支援機能や情報発信機能を活用し、市民に親しまれる
ミュージアムとしての利用を促進します。

風早・忽那諸島をはじめ、各地域の歴史や文化、自然などを活かし、松山のさまざまな魅力を
磨きます。さらに、地域の魅力を知る機会を充実させることで、子どもや若者のシビックプライドを
醸成します。

総合戦略

-

取組み --

-

主な取り組み まちの特性を生かした魅力づくり

市長公約 531

自分たちのまちに愛着や誇りをもち、住み続けたい松山をつくります

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R3) 重点的取組事業該当有無(R3）

根拠法令,条例,個別計画等 なし

基本目標 地域の魅力・活力があふれるまち【産業・交流】

笑顔
プログラム

221

個別プログラム 笑顔を育むプログラム

政策 都市全体の価値や魅力を向上する 重点プロジェクト わがまち松山への愛着と誇りの醸成による「住み続けたいまちづくり」プロジェクト

施策 選ばれる都市づくり 主な取り組み 地域資源の利活用と知る機会の充実

石丸　耕一 伊藤　彰規 上田　一樹 德永　佳世

事務事業名
（施策コード） 坂の上の雲ミュージアム企画展示事業

1-1:自治事務（実施
規定なし）

3:指定管理

伊藤　彰規 上田　一樹 德永　佳世

令和3年度
坂の上の雲まちづくり部 坂の上の雲ミュージアム 担当グループ名 坂の上の雲ミュージアム 915-2601

吉田　健二

評価実施年度 令和4年度 評価対象年度 令和3年度

令和4年度
坂の上の雲まちづくり部 坂の上の雲ミュージアム 担当グループ名 坂の上の雲ミュージアム 915-2601

家串　正治 石丸　耕一
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値 360

実績値 達成年度 Ｒ4年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値 90,000

実績値 達成年度 Ｒ4年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標
新型コロナウイルスの影響で目標を達成できなかった。今後はコロナウイルスの状況を踏まえながら、様々なメディアを活用したPRを行い、来館者の増加に繋げる必要が
ある。

成果指標
新型コロナウイルスの影響で目標を達成できなかった。今後はコロナウイルスの状況を踏まえながら、観光と文化両面にて松山市の魅力を高める施設となるよう、PR等さ
らに努力していく必要がある。

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）
最終目標値の
設定の考え方

日本の同種、同規模の文学館の入館者数のデータと比較すると、目標
とするべき妥当な数字である

本指標の設定理由
市内外からのミュージアムの利用を表す指標であるため

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

90,000

108,882 42,580 46,034

成果指標

（3つまで設定可）

入館者数
人

130,000 130,000 90,000

83.8% 32.8% 51.1%

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

R5年度 最終目標

指標の種類 5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）
最終目標値の
設定の考え方

過去の最高値を参考に目標を定めた

本指標の設定理由
市内外に対するミュージアムの情報発信を表す指標であるため

94.4% 78.6% 91.7%

活動指標

（3つまで設定可）

メディア等へのPR（広
告）回数

回
360 360 360 360

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

目標達成度 指標名 R元年度 R2年度 R3年度

340 283 330

R4年度
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